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韓広村約手需
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毒

鷹
報
活
動
に
つ
い
て

「
建
畠
に
よ
る
民
主
的
統
制
一
曾
充
分
な
ら
し

め
る
た
カ
∂
膏
闇
点
一
と
し
て
、
近
時
ガ
ラ

ス
雲
っ
の
致
治
や
行
政
が
強
く
要
望
さ
れ
て

ガ
リ
一
一
ェ
ノ
．

巧
．
j
民
主
串
空
ぐ
に
一
や
る
自
治
用
件
の
一
律

環
分
子
た
る
村
民
と
し
て
、
自
村
の
行
政
活

動
に
関
心
モ
示
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

え
で
、
又
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
乍
ら
、
今
日
の
行
政
は
、
戦
前
の
「

上
敗
官
庁
か
ら
の
天
降
り
的
な
命
令
だ
け
を

遵
守
す
れ
ば
足
り
る
一
と
云
う
単
純
な
も
の

で
は
な
く
、
限
り
無
い
住
民
の
要
望
一
甘
、
そ

の
力
に
応
じ
て
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
成

果
を
上
げ
な
が
ら
達
成
し
つ
つ
、
遥
年
活
動

蓬
足
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
山
と
亭
フ
使
命
が

あ
り
、
こ
れ
が
実
践
は
複
摺
多
岐
に
し
て
且

づ
広
汎
で
あ
り
、
唯
関
心
だ
け
で
は
日
村
の

活
動
捻
り
を
監
視
し
、
行
政
の
成
果
を
批
判

し
理
解
す
る
こ
と
は
国
選
で
あ
り
ま
す
。
そ

こ
に
は
、
今
日
の
現
題
な
行
政
の
実
作
を
理

解
で
き
る
あ
る
程
度
の
知
義
が
必
要
で
あ
り

且
つ
、
そ
の
知
義
一
で
何
人
で
も
容
易
に
取
得

で
き
る
な
ん
ら
か
つ
方
法
か
必
嘉
で
▲
J
J
つ
た

と
思
い
ま
す
）

民
主
政
治
が
住
民
に
よ
る
民
主
的
統
制
を
要

求
し
て
お
る
以
上
、
弘
達
は
、
私
達
が
、
そ

の
行
政
・
蒜
だ
ね
で
お
る
私
選
飲
代
義
手
せ

常
に
乾
祝
し
、
批
判
す
る
義
務
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
て
、
こ
の
議
場
を
村
民
に

完
う
し
て
翠
っ
た
め
に
は
、
こ
の
複
諸
広
汎

な
今
日
の
行
政
実
体
を
如
何
に
し
て
村
民
に

知
ら
せ
る
か
が
聞
凪
で
あ
む
と
思
い
ま
す
。

そ
の
知
ら
せ
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
現
、
在

各
市
町
村
で
は
盛
に
広
報
活
動
を
や
っ
て
お

り
、
本
村
も
重
に
第
一
号
一
曾
発
刊
し
た
わ
け

あ
り
ま
す
。
し
か
し
乍
ら
こ
の
広
報
の
内
で

容
や
使
用
語
句
等
ほ
っ
き
ま
し
て
も
、
判
読

で
き
る
人
が
お
り
、
で
き
ぬ
人
が
お
り
．
住
民

の
知
義
絶
力
も
千
差
万
別
で
あ
る
た
め
に
こ

の
広
報
活
動
が
行
政
の
実
体
を
各
氏
に
知
ら

せ
る
絶
対
的
な
方
法
と
は
言
え
な
い
の
で
一
の

り
、
今
後
こ
の
点
に
覇
心
し

続
け
て
行
き
皮
い
と
思
う
の

鴇
夫
と
努
力
を

ゐ
ヶ
ま
す
唯

こ
の
広
報
が
右
に
述
べ
た
趣
旨
忙
幾
分
で
も

沿
う
こ
と
が
出
米
た
ら
事
い
と
患
い
ま
す
。

次
ぎ
に
本
憎
の
「
広
報
発
行
嵐
き
を
掲
載

致
し
ま
し
た
の
で
村
政
に
対
す
石
批
判
や
要

望
或
は
御
意
見
等
あ
り
乏
し
た
ら
、
村
役
所

内
広
報
発
行
係
宛
遁
投
稿
下
さ
い
。
（
没
絹

は
事
故
垂
日
宇
以
h
H
必
ず
雀
所
氏
名
職
業
年

令
点
前
の
こ
と
）

嘉
手
納
村
広
報
発
行
規
定

第
一
粂
　
本
村
は
村
政
の
民
主
吋
に
し
て
円

，勺

．－†

一
t

浄
な
運
営
と
党
寧
官
回
り
、
村
民
の
理
解

k
指
に
質
す
る
た
め
広
報
を
発
行
す
る

第
二
条
　
広
報
の
名
称
は
「
嘉
手
納
柑
広
報
」

広
報
に
は
頴
ね
次
の
事
項
み
重
職

する。一
、
梓
政
全
般
の
普
及
宣
伝
及
び
識
道
に

関
す
る
事
項

二
、
村
政
に
つ
い
て
の
村
民
に
周
知
又
は

協
力
を
必
要
と
す
る
事
項

l
三
言
・
▲
■
l
■
章
　
一
l
ミ
ニ
ー
▲
■
ヽ
三
三
　
一
■
・
羞
了
▲
■
■
ヽ
三
一
■

村
政
運
常
の
基
萬
と
な
る
村
勢
の
実
懐
や

平
票
の
状
慣
柑
役
所
の
事
務
処
理
や
村
議
会

運
営
の
状
況
な
ど
、
村
民
各
位
え
餌
報
せ
す

る
為
に
か
ね
て
よ
り
村
広
親
の
発
刊
を
企
筒

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
そ
の
一
守
一
で
発

刊
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
こ
の
冒
会

を
利
用
し
て
寺
‥
何
の
特
殊
準
相
と
付
文
に
封

す
る
再
見
の
一
章
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す

嘉
手
納
村
は
分
村
以
東
九
年
余
、
人
口
一
万

三
、
村
敦
に
対
す
る
民
意
に
関
す
る
や
項

四
、
こ
、
の
池
必
要
と
認
め
る
撃
項

第
四
笑
　
広
詞
は
毎
月
十
五
日
に
発
行
す
る

但
し
、
必
柴
に
よ
っ
て
随
時
発
行
し
、
又

は
休
刊
す
る
こ
と
が
で
ゝ
T
る
。

房
五
条
　
広
報
は
相
良
に
お
い
て
必
増
と
認

め
た
も
の
に
対
し
無
料
記
付
す
る
。

第
六
条
　
広
再
に
は
有
料
を
も
っ
て
一
望
広

告
を
登
載
す
る
J
と
が
で
き
る
。

遍
七
条
　
広
頴
の
簡
損
は
、
論
題
謀
に
於
て

行
い
編
座
長
兼
発
行
人
は
助
役
一
竺
以
っ
て

あ
て
る
。

第
八
粂
　
編
集
そ
の
他
広
報
事
務
に
つ
い
て

必
貨
な
事
項
は
常
集
長
が
村
長
の
東
忍
を

て
別
l
こ
定
め
る
。

附　則　　　　、

こ
の
規
程
は
、
一
九
五
七
年
七
月
一
日
か

ら
貴
行
す
る
。

′
■
三
㌢
■
▲
■
ヽ
二
子
▲
■
▼
ヽ
■
▼
〓
　
▲
　
－
　
二
三
　
▲
　
－
　
■
二
二
一
▲
■
■
ヽ
■
三
一
．

振
興
の
両
に
「
貢
訳
す
る
所
が
多
い
の
で
一
や
り

ます。
本
村
の
荒
遁
別
成
美
着
実
稚
い
調
査
に
L
等
号
」

第
一
位
は
、
叩
作
還
一
二
六
〇
人
界
二
が
卸

小
ヒ
冗
業
七
六
同
人
、
講
三
が
サ
ー
ビ
ス
自
由

業
六
三
四
人
、
誘
拐
が
農
㌻
パ
の
三
五
〇
人
、

そ
の
次
が
昼
空
彗
還
鏑
通
信
芸
、
製
造
用
烏

等
G
巧
に
仁
っ
て
巴
り
ま
す
。

戦
前
農
村
で
あ
っ
た
此
村
が
地
域
的
に
謹
め

村
廣
報
発
刊
の
辞

村
　
長
　
喜
友
各
　
朝
誓

二
千
、
地
理
的
条
件
と
村
民
の
努
力
に
よ
っ

て
逐
準
都
市
的
発
展
一
で
な
し
村
民
の
塩
漬
も

外
観
安
定
し
て
参
り
童
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
全
面
旭
の
八
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
が
叩
用

地
に
接
収
さ
れ
、
元
農
民
は
耕
地
を
失
い
、

安
定
し
た
職
業
も
な
く
、
其
の
生
活
は
毎
年

支
払
わ
れ
る
平
地
斜
と
軍
作
業
の
川
山
虫
に
よ

り
緩
持
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

木
盲
の
弛
緩
が
嘉
手
納
飛
行
川
り
周
辺
軍
…
り
語

に
間
は
し
て
居
る
た
め
、
軍
関
係
の
仕
事
が

多
く
米
軍
人
相
手
の
業
者
が
繁
栄
し
、
そ
れ

に
関
連
し
て
基
地
籍
活
に
立
つ
本
村
の
近
所

て
疾
く
な
り
。
反
面
人
口
が
一
万
二
千
に
増

加
し
、
そ
の
周
囲
は
軍
用
地
に
用
紙
き
れ
て

使
活
し
、
軍
作
業
や
サ
ー
・
ビ
ス
自
由
業
等
将

来
不
安
定
な
発
想
に
よ
る
基
地
誤
訳
に
、
牧

存
し
て
い
ろ
と
い
う
特
殊
事
情
や
深
く
諸
邁

す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

殊
に
舷
迂
本
村
叩
用
地
の
七
十
パ
ー
セ
ン
ト

に
当
る
二
三
七
万
坪
余
が
以
売
付
土
地
置
有

照
一
巧
払
の
曽
丹
一
ヤ
ク
い
り
て
ト
†
再
の
将
窯
に

大
き
な
不
買
と
葦
鎚
が
千
㍍
さ
れ
て
曇
コ
し

て
居
り
ま
す
。

此
】
括
弘
が
強
行
さ
れ
た
均
合
元
戊
長
の
大

▲
■
ヽ
■
享
．
▲
－
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≠
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．
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．

部
分
は
、
白
村
を
離
れ
て
土
地
を
求
め
て
他

村
え
或
は
海
外
え
移
民
と
し
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
軍
用
地

か
ら
先
ず
る
村
の
財
源
が
失
わ
れ
る
事
に
な
・

り
、
村
の
運
営
に
大
き
な
困
幾
を
来
す
夢
に

ぢ
る
と
思
い
ま
す
。

私
共
は
深
く
こ
の
冥
想
一
曾
把
握
し
此
特
発
佐

一
〃
由
大
損
圧
に
活
用
し
、
村
勢
の
発
炎
を
計

㌍
㍍
絹
鏑
…
宛
細
別
銅

市
の
発
展
の
た
め
に
具
体
的
な
計
繭
が
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
狭
い
地
域
に
適
切
な
農
美

や
指
現
生
重
責
の
指
導
啓
発
が
必
要
で
あ
り

消
費
節
約
宣
活
改
峯
、
貯
寄
奨
励
の
実
績
を

上
げ
、
特
に
移
民
計
画
の
更
茄
が
焦
眉
の
急

戊
で
あ
り
ま
す
。

比
謝
川
の
水
利
と
河
口
一
帯
の
景
観
を
活
用

し
て
観
光
抱
詮
に
よ
る
観
光
客
の
誘
致
の
計
．

面
は
大
き
な
希
望
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
広
昂
は
こ
う
云
う
村
発
展
の
目
標
を
究

め
・
其
の
遊
撃
と
な
る
資
料
と
実
態
を
広
く

村
民
に
讃
遺
し
、
皆
さ
ん
の
関
心
と
理
解
も

深
め
、
頸
揚
力
を
軍
籍
い
す
る
た
め
に
発
刊

す
る
一
つ
の
で
あ
り
ま
す
。

1
．
パ
イ
■
韻
詣
で
あ
り
ま
す
が
、
村
政
に
対
す
る

所
見
の
↓
警
述
べ
て
苛
表
せ
攣
庸
－

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ヂ
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私事

今
回
落
手
納
材
が
村
広
報
を
創
刊
せ
ら
る

各
に
当
り
議
会
請
員
の
一
人
と
し
て
祝
辞
を

申
し
述
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

村
政
運
営
の
翼
状
を
村
民
に
挙
り
か
に
御
知

ら
せ
す
る
野
は
理
事
者
と
し
て
当
然
の
義
孝

で
あ
り
、
村
民
と
亦
冥
想
を
知
る
亨
に
放
り

協
力
が
出
来
る
次
発
で
斯
る
倉
味
か
ら
申
し

て
も
広
報
の
発
刊
は
意
義
あ
る
琴
で
祝
福
す

べ
き
郷
と
存
じ
ま
す
。

■
音
手
綱
村
凛
会
で
も
凛
会
の
運
行
状
況
を
面

知
ら
せ
す
る
た
め
去
年
「
議
会
広
報
」
創
刊

号
を
発
行
し
た
の
は
村
民
各
位
が
＃
承
知
の

通
り
で
あ
け
近
く
二
号
を
磯
刊
す
べ
く
準
相

中
で
あ
り
ま
す
。

盆
が
村
は
大
戦
の
結
果
生
活
環
境
が
一
変
し

ぎ
、
ド
ル
交
換
所
の
設
置
打
電
蕎
励
金
を
出

し
た
し
、
消
防
費
に
せ
鵠
し
三
悪
強
化
を

回
る
し
、
青
年
会
、
婦
人
会
、
．
妾
を
守
る

亨
も
博
皇
軍
蒜
助
し
て
ぞ
俳
書
露
に
好

め
、
尚
空
曹
護
更
息
方
じ
で
拾
参

年
忌
を
執
存
し
て
遺
族
を
安
ん
せ
し
か
、
又

生
活
改
善
の
一
歩
と
し
て
本
年
敵
ぜ
研
め
た

竺
円
の
生
年
A
品
祝
に
も
助
字
右
等
村

民
の
冗
費
府
約
両
に
も
寺
号
致
也
で
居
♪
ま

・
す
。
　
　
　
　
　
・
才
一

．
一
万
村
政
を
明
古
く
す
る
た
め
特
別
会
計
を

廃
止
す
る
し
・
村
民
の
静
止
に
腋
す
べ
く
、

条
例
欝
財
の
整
僧
改
善
に
も
景
観
注
亨
、
近

く
は
清
掃
粂
寧
冨
制
定
し
壷
仙
脊
生
の

改
善
向
上
を
図
り
、
又
費
内
だ
づ
だ
役
所
敷

嘉
手
納
村
広
報
肪

発
刊
を
視
ず

ま
し
た
の
で
、
己
む
無
く
北
谷
再
か
ら
分
村

し
、
落
手
的
村
と
し
で
発
足
し
て
か
ら
早
や

十
年
を
敬
え
、
村
糟
窄
者
や
議
会
旦
二
期

を
謄
し
年
一
望
望
ね
る
毎
に
村
政
も
軌
道
に
乗

り
つ
つ
あ
り
ま
す
し
、
拾
年
前
四
千
人
内
外

だ
っ
た
人
口
も
一
万
二
千
余
の
三
倍
に
増
え

今
や
人
口
や
財
政
面
か
ら
見
て
も
全
琉
の
標

準
的
中
村
と
云
え
る
迄
に
生
民
し
て
参
り
ま

した。
三
計
復
の
議
会
遷
宮
状
況
を
頓
返
っ
て
見
ま

す
と
教
育
の
彙
体
育
の
計
上
打
算
す
べ
く

多
肇
の
奮
励
金
及
び
嵐
胤
補
助
金
を
出

す
し
、
流
戌
政
府
の
原
動
も
仰
ぎ
う
っ
相
当

頚
の
村
貴
一
ぜ
投
じ
て
道
路
排
水
の
整
備
改
首

を
計
る
し
、
村
商
工
会
の
育
成
に
も
女
を
注

摘
絹
拍
托
紺

丑
す
べ
く
旨
下
努
力
中
で
あ
ト
ま
す
。

残
が
嘉
手
納
村
民
の
大
半
は
各
琉
各
地
か
ら

集
っ
て
こ
ら
れ
た
人
達
で
あ
り
、
橡
の
形
頂

は
半
都
会
的
村
で
、
縞
農
織
で
も
な
け
れ
ば

縞
商
工
都
市
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
年
か

ら
実
薫
さ
れ
た
新
区
制
に
よ
り
民
心
は
隋
俸

愛
に
深
ま
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
か
ら
互
に
協

力
し
合
え
ば
立
派
な
理
想
村
が
築
け
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
広
報
発
刊
を
機
に
村
理
事
著

す
耗
瞥
金
丸
の
要
望
等
が
あ
れ
ば
肝
の
広
報

を
許
し
盲
述
べ
ら
れ
今
祭
雷
に
寄

与
せ
ら
れ
る
様
御
囁
致
し
祝
辞
と
致
し
ま
す

九
五
．
八
年
度

、
珠
算
に

一
九
五
八
年
哩
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は

一
九
五
七
年
七
月
一
日
に
村
議
会
で
予
算
総

領
五
、
六
〇
一
、
三
二
二
円
が
議
決
ざ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
当
時
は
立
法
院
で
市
町
村
税

才

つ
　
い
て

法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
審
議
中
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
の
改
正
を
予
思
し
て
予
算
も
酷
定

予
算
に
準
じ
て
褐
呟
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
続
発
当
然
そ
の
後
の
紆
淳
や
碍
要

人

費
に
変
動
が
生
じ
た
の
で
現
在
ま
で
に
三
回

の
遭
加
更
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
．

雪
面
す
抄
造
加
東
薫
、
妄
竺
一
片

四
日
に
譲
許
さ
れ
ま
し
た
が
、
卓
の
繕
黒
子

蜃
穏
頚
や
八
七
六
、
九
二
八
円
と
な
っ
て

由
り
・
こ
の
内
他
か
ら
の
壁
書
財
オ
空
手

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
二
二
〇
八
、
二
ハ
三
二
円

で
あ
り
、
自
己
財
源
が
五
、
空
ハ
八
、
二
九

六
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
・
な
お
左
表
に
よ

■
り
御
承
句
下
さ
い
。

訣

　

　

　

　

別

村
　
　
　
　
　
　
　
税

市
町
　
村
交
付
税

財

　

産

　

収

　

入

分
担
金
及
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負
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金

芳

醇
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現

品

使
用
料
及
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手
数
浄

政

　

府

　

安

　

出

　

金

寄
　
　
　
附
　
　
　
金

綾織雑村議
　
　
　
会

役
　
　
　
所

消

　

　

　

防

土
　
　
　
木

当
初
予
算
職

二
、
一
．
．
門
田
、
八
雲

（
真
、
つ
八
〇

宍
〇
、
召
八三

三
に
、
畠
一

ヒ
ル
、
二

軍
L
J
、
コ
雪

一
、
〓
五
、
二
望

五
、
六
三
、
二

第
三
回
追
加
夏空

社
会
及
び
労
仇
諮
設
要

悍
　
錘

産
　
業

財．遵公議
　
　
支

予

才

狩

　

生

　

鷺

経

　

済

　

費

産
　
　
　
数

学

　

　

　

賛

山
口
　
　
　
費

出
　
　
費

将
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1957年度歳入歳出決執こついて　　言合芸芸．、－；：慧：蒜認
才人才出差引残金　　嶺1，002円乃銭也

歳　　入　　内　　訳

科　　　　白 �予算額璃 �調　定　顎 �収入済損 �不納欠損鶉t収入未済額 ��予算額凛に比し・ 増　　減 

拝　　　　　　観 �2．278．115 �2，樹，178・7 �、1，8引【，噌5． �l 20．932．鵬．340．1 狐雄司＿隅・甲・t ��加．M． 

市町村財政調整交付金 �8払， �828， �826， ���llllllll－l－■ 

財・j整収入 負　担　金－ �1．123．の2 　1 �1．838．034 �1．838．03 ���714，43 ・1 

夫役及現畠 使用料及手数料 �　2 352，891 �389， �・389． ���ノゝ 　36．1 

政　府　支　出　金 �780，778 �64も，39 �朗も，09 ���△　　134， 

寄　　　附　　　金 �6． �7．2 �7．24 ���l，2 

繰　入　金 繰　遊　金 �1 20． �132． �132． ���△　l △19，貼丁． 

雑　　　収　　　入 �8，5 �67，5α7．50 �67，507． ���59，00！． 

．村　　債 才人　合計 �＿竺‥は，9董 �6．視．減． �5，628，劫． ���△ 　艦．5的． 

由才宋鰍か運輸真相　　　　完竿官軍欝亨管華喋に牢
（l）対　象　的　扶助世帯110世帯

回　田肩世帯l淵世帯

計　　　　2・沌世帯

（幻●村予算で購入せる物資

品　　名 �数　　　丑 �‾　悶　　　　　　　　　考 

ソーメン �240斤 �各世帯l斤宛 

＝　タ　オル �240枚 �仝‘1枚宛 

お　　茶 �1　240コ �lコ10円　各世帯lコ宛 

ノート 鉛管 �580冊 480本 �扶助世帯内小、中綬児空93人を 
対象 
仝　　　　上 

（3）各区より撤出された物資

区　　名 �品　　　名 �散　　　　見 �周　　考 

l　　区 �米 �1斗3升 �＿＿（30斤入） 
ソ・－ノン �5古来 

2　　区 �米 �3斗1升 

3　　区 �米 �2斗 
－　4　　広 �米 �2斗5升 

5　■区 �米 �2斗3升 

i　区 �米 �2斗 

米 �7升8台 7　　区 �現　金 �637円 

8升 
8　　g �現　金 �875円 

9　　区 �米 �2斗5升 

0 �米 �・2斗 1　　区 �現　金 �110円 

．ll．区　　ソ「．tン．二＿ ��．1符． 

川・個人の多良拠出の分

科　　　　目 �予算塀領■ �支出済舘 �不用額 �清　考 

遜　　会　　費 �348， �284． �軋．，よ � 

役　　所　　賀 �2．一拍7，82も． �2，3％．349 �21，457． � 

消　　防　　費 �275，142 �m．068． �3，073． � 

土　　木　　史 �861． �色83，67 �177，63 � 

社会及労仇施設費 �652，3 �6礼2叫 �コ汀．1 

傍注衛生費 �2（丘．139 �2（4，41 �729 32，畑． 1 ％3 1．351 5 883．70 

産某紹　斉丑－ �228．299 �195，附． 

L財　　産　　貧 �ノ■ 50、．（氾t �50． 

選　挙　賀 �86．77 �85，8 

、公　　漬　　費 �6，75l �5， 

諸茸出費 予持費 �214．739■． 　883．7 �214r，734」 5．％7． 

才　出　合　計 �5．395，978 ��詑†，餌丁． l 

椚金　　561．002円70遥也は58年度へ殊遇す。

芸　名l忘■▼‾各 �政　　見 �謄・・　　　考 �．l 

■長篇粒遷　巨　ソーノン �l袋 2議∴ 2鱒 2蒋 �く721毎入） （幻斤入r （全上） （全上ン 

ra守一血云表毎義転来＿．　　　告攣鞍
′‾∴tご　＿－　＿　′　‾・■∴妄よく七三∫－▲′十一°∴　　一＿＿＿．」」ニ；■JLr⊥；ノユ＿

（
聖祭IJ∴リ‾

f

＿＿」も⊥ここ．揖ノ　＿　　　　　　　　　　　　　　ヽ、プ

憎
い
申
し
上
げ
ま
す
モ

も
少
な
く
す
る
た
め
に
今
後

の
社
会
を
明
る
く
し
か
ゝ
る

明
を
兄
い
出
し
厚
生
す
る
も

の
時
餞
を
得
た
温
い
救
援
の

ひ
か
え
田
惑
し
て
お
っ
た
事

内
で
も
二
百
四
拾
世
帯
の
貧

不
遇
の
生
酒
に
あ
え
ぐ
人
達

活
も
や
ゝ
安
定
し
た
か
に
見

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

る
と
こ
ろ
の
成
琴
ぞ
充
分
紺

去
る
二
月
一
日
よ
り
十
五
日

れ
ま
し
た
第
二
回
旧
才
未
だ

の
多
大
な
る
御
協
力
と
御
幸

い
運
動
で
拠
出
さ
れ
た
物
品

牙
二
回
旧
才
末
ナ

j
l
I
J
．
．
一
一
】
l
I
，
、
一
一
．
J
 
l
†
′
■
】
一
一
－
▲
二
・
’
一
丁
一
一
一
t

∵
：
．
童
刃
行
書

－

L



り58年2月15日　　　　　　碁　手　納　村　広　報　　　（創刊号）　　　　　fl〉

2．

の　の　は

場内’

隻澄毒長乳等溝夢二主眉長貞急患

肇撃韓嘩雛捧遠諌
言左〆嘉苦　言是・、事　等諒○

ヽ

＿＿－二二二一首二で‾二二
、、正・轟績㍉宣

、1・、・■

こ
れ
だ
け
は
是
葦
㌻

掴■H一．打消■‥■‥－－繕い－加わ■㍗

の
戸
籍
係
り
に
申
し

2
、
農
虻
の
手
続
に
は
∵

頭
者
芦
主
）
生
年

す。

れ
　
現
住
所
の
番
地
は
、

h
…
出
生
届
出
は
、
子
供

・
ら
十
四
日
以
内
に
届

い。子
供
が
京
手
納
村
内

に
は
、
誰
で
も
届
出

で
き
ま
す
。
（
外
す

㍉
　
子
供
の
名
附

人
名
用
漢
字

い
。
一
（
漢
字

圏
奴
と
蝿
の
車
な
い
生
活
を

目
標
打
落
掃
条
例
を
制
定
し

昨
年
十
二
月
三
島
付
で
本
村
の
一
部
（
別
記

見
取
国
事
照
）
が
特
別
清
掃
地
域
と
し
て
行

政
主
席
の
指
定
を
雪
け
ま
し
た
の
で
、
こ
れ

に
応
え
て
去
る
二
月
三
日
の
第
】
回
村
議
会

で
謬
手
織
椙
清
掃
集
申
せ
制
定
し
環
壌
爾
生

の
充
実
強
化
を
回
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
特

別
清
掃
地
域
内
に
住
ん
で
お
る
私
達
が
ぜ
ひ

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
概
ね
次
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
．

二
各
世
帯
は
必
ず
汚
物
容
畠
二
五
古
癖
）

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〇

二
、
特
別
清
掃
地
域
内
に
あ
る
家
畜
舎
、
家

禽
合
、
堆
鷹
合
な
ど
は
早
急
に
規
則
で

・
定
め
る
基
準
に
従
い
衛
生
的
な
荏
葉
物

に
改
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

調
査
の
結
果
早
急
に
改
葦
出
来
な
い
と

頗
出
る
者
は
一
九
五
九
年
二
月
末
日
ま

で
に
は
改
築
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り

ます。

三
、
今
後
特
別
清
掃
地
域
で
前
章
家
畜
含
、

謂
㌘
誰
適
期
影
謂
鴇

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

四
、
帯
封
清
頴
地
域
内
で
、
ご
み
や
撃
で
の

五、

珊
品
物
舶
禁
袈
穎
㌘
珊
根

い
と
各
世
帯
の
シ
屋
首
忍
者
i

寓
の
汚
竺
㌃
や
靂
シ
針

は
汚
物
取
扱
業
者
を
し
て
処
理
さ
せ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
が
そ
乱
狩
に
取
扱
業

琵
建
譜
鶴
沌
詣
謂
左

へ
　
局
番
用
紙
は
、
産
婆
又
は
役
所
型
F

掴
錯
銅
璽
し

一
、
死
亡
居

1
．
死
亡
届
は
、
硬
亡
し
て
か
．
名
目
以

内
に
し
て
下
さ
い
∴
十
千
　
■

乙
肇
眉
苧
死
亡
皆
野
告

▲
欄
童
ま

一
、
埼
姻
屈

し
　
哨
咽
層
は
、
男
蘭
十
八
才
か
ぢ
二
十

才
ま
で
、
女
は
濾
十
六
才
か
ら
二
十

才
ま
で
は
父
母
の
承
諾
が
必
要
で
す

一
、
届
書
の
苦
故
　
意
葦
．

読
絹
損
得
摘
録
鍼

て
下
き
い
。
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